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「
新
田
を
拓
く
」

～

糸
島
の
干
拓

久
家
嘉
永
開
「
潮
止
図
」
を
読
み
解
く

内
山
幹
生

二
○
一
五
・
九
・
六

糸
島
市
立
伊
都
国
歴
史
博
物
館

糸
島
市
域
の
干
拓
（
海
辺
開
発
）
は
、
近
世
以
前
ま
で
遡
る
と
み
ら
れ
、
前
田
時
一
郎
氏
に
よ
る

と
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
「
龍
念
開
」
が
、
検
証
で
き
る
最
古
の
干
拓
と
さ
れ
る
。
そ
れ
以

前
に
は
な
か
っ
た
の
か
。
律
令
制
国
家
の
頃
に
も
、
現
在
干
拓
地
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
場
所
に

接
す
る
干
潟
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
常
に
自
然
陸
化
す
る
場
所
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
場
所
に
、
土
を

盛
り
上
げ
た
だ
け
の
簡
単
な
防
潮
堤
を
設
置
し
た
小
規
模
墾
田
が
存
在
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
海
辺

干
拓
地
造
成
の
必
要
条
件
は
、
遠
浅
の
海
の
存
在
で
あ
る
。

こ
の
条
件
に
見
合
う
海
辺
は
、
福
岡
県
内
で
も
限
ら
れ
て
お
り
、
糸
島
市
域
外
で
は
、
有
明
海
東

部
沿
岸
と
現
在
の
行
橋
市
を
中
心
と
し
た
周
防
灘
沿
岸
な
ど
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
広
大
な
近
世
の

海
辺
干
拓
地
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
造
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
な
こ
と
に
、
糸
島
市
内
の

旧
家
に
は
、
詳
細
な
築
造
関
連
の
史
料
が
伝
来
し
て
い
る
。
築
造
当
事
者
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
文

書
史
料
の
ほ
か
に
も
、
造
成
時
の
様
子
を
俯
瞰
的
に
描
い
た
貴
重
な
干
拓
絵
図
、
糸
島
市
指
定
有
形

文
化
財
「
嘉
永
五
年
寺
山
干
拓
潮
止
図
」
が
あ
り
、
築
造
当
時
の
様
子
を
、
臨
場
感
を
も
っ
て
伝
え

て
い
る
。
こ
の
絵
図
か
ら
判
明
す
る
「
潮
止
」
当
日
の
様
子
を
読
み
解
い
て
み
よ
う
。

１
．
干
拓
と
は

㈠
「
干
拓
」
…
言
葉
の
定
義

干
拓
と
は
、
湖
沼
ま
た
は
河
海
に
築
堤
そ
の
他
の
工
事
を
お
こ
な
い
、
内
側
の
水
を
排
出
し
土
地
を
造
成
す
る
こ
と
。

す
な
わ
ち
干
し
て
拓
く
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
農
耕
地
の
創
出
手
段
と
し
て
中
世
以
前
か
ら
歴
史
が
あ
り
、
近
世

に
至
っ
て
築
堤
技
術
の
向
上
や
石
造
樋
門
の
登
場
を
み
て
以
来
大
規
模
化
し
、
現
代
に
至
る
ま
で
湖
沼
や
河
海
を
問
わ
ず
、
盛

ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

㈡
関
係
法
令

干
拓
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
、
耕
地
整
理
法
改
正
時
に
制
定
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
。

【
史
料
一
】耕

地
整
理
法
中
改
正
法
律
改
正
案

耕
地
整
理
法
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
一
条
中
「
区
画
形
質
ノ
変
更
」
ノ
下
ニ
「
湖
海
ノ
埋
立
、
干
拓
」
ヲ
加
フ
…
（
以
下
略
）

（
大
正
三
年
三
月
一
○
日
第
三
一
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
事
録
・
速
記
録
第
二
回
）

明
治
維
新
後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
干
拓
に
相
当
す
る
言
葉
の
規
定
は
な
か
っ
た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
発
布
の

法
律
第
三
○
号
地
租
条
例
第
一
六
条
第
五
項
（
水
面
埋
立
地
免
租
年
期
許
可
条
項
）
が
、
唯
一
適
用
可
能
な
条
規
で
あ
り
、
そ
こ

で
は
、
「
埋
立
」
に
干
拓
の
意
味
を
拡
大
解
釈
し
、
理
解
せ
し
め
て
い
る
。
よ
っ
て
そ
れ
以
前
の
史
料
に
は
、
「
干
拓
」
と
い
う

言
葉
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
日
的
な
「
干
拓
」
を
、
近
世
や
中
世
の
史
料
で
は
、
①
海
辺
新
地
普
請
、
②
新
墾
、
③
開
発
（
か
い
ほ
つ
・
か
い

は
つ
）
、
な
ど
と
い
っ
た
用
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
築
造
さ
れ
た
新
田
の
こ
と
を
、
福
岡
・
熊
本
・
佐
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賀
の
各
領
内
で
は
、
各
々
「
開
」
（
ひ
ら
き
）
、
「
新
地
」
、
「
搦
」
（
か
ら
み
）
な
ど
と
い
い
、
○
○
開
と
称
し
た
り
、

○
○
新
地
、
○
○
搦
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
河
口
を
含
む
海
辺
湿
地
帯
の
開
墾
や
土
地
改
良
、
さ
ら
に
防
災
的
措
置
の
結
果
と
し
て

生
じ
た
耕
作
地
も
、
新
地
や
開
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
近
世
以
前
の
海
辺
開
発
に
は
、
今
日
的
意
味
の
純
然
た
る
干
拓
に
加
え
、

湿
地
帯
の
開
墾
や
土
地
改
良
・
防
災
工
事
な
ど
も
、
「
開
発
」
と
し
て
包
含
さ
れ
、
①
～
③
の
語
句
な
ど
で
ひ
と
括
り
に
表
現
さ

れ
て
い
た
。

２
．
干
拓
対
象
地
の
土
地
特
性

㈠
自
然
陸
地
化
す
る
地
域

糸
島
市
域
に
お
け
る
干
拓
地
は
、
雷
山
川
お
よ
び
下
流
域
を
形
成
す
る
泉
川
の
開
口
部
を
中
心
と
し
、
河
口
周
縁
部

か
ら
海
辺
に
接
続
す
る
広
大
な
湿
地
の
一
角
に
あ
り
、
自
然
に
陸
化
し
た
場
所
や
沼
沢
地
、
葭
原
、
お
よ
び
干
潟
の
混

在
し
た
地
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
汀
線
ま
で
は
相
応
の
距
離
が
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
堤
高
数
尺
程
度
の
築
堤
で
潮

入
り
を
防
ぐ
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
く
、
年
々
発
達
す
る
陸
地
外
縁
の
干
潟
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
安
全
性
は
あ
る
程

度
担
保
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

㈡
牟
田
と
氾
濫
原

牟
田
と
は
、
湿
地
帯
の
こ
と
を
い
う
が
、
河
口
や
海
辺
の
低
湿
地
に
あ
っ
て
、
葭
類
や
他
の
稲
科
植
物
の
植
生
が
あ
っ
た

り
す
る
。
干
潟
の
自
然
陸
化
す
る
過
程
で
生
じ
る
こ
と
も
多
く
、
小
潮
の
時
に
多
少
の
泥
土
層
が
あ
ら
わ
れ
、
大
潮
の
と
き
に
潮

溜
が
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
さ
す
。
一
般
的
に
は
、
汀
線
よ
り
も
か
な
り
内
側
に
あ
り
、
河
川
の
流
路
が
定
ま
っ
て
い
な
い
時
期

に
氾
濫
（
は
ん
ら
ん
）
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
氾
濫
原
（
水
の
溢
れ
る
場
所
）
は
、
開
墾
も
た
や
す
く
、
近
世
以
前
に
お
い
て
も
盛
ん
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
中
世

的
な
干
拓
と
も
理
解
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
、
河
口
お
よ
び
海
辺
の
葭
原
や
湿
地
、
沼
沢
な
ど
の
自
然
堆
積
地
を
、
全

体
的
な
干
陸
化
の
状
態
を
見
極
め
な
が
ら
、
秋
の
八
朔
潮
を
防
ぐ
程
度
の
高
さ
を
備
え
た
防
潮
堤
防
を
築
き
、
内
側
を

排
水
し
な
が
ら
耕
地
化
し
て
い
く
手
法
で
あ
っ
た
。

㈢
州
の
発
達

河
口
域
に
は
、
流
砂
土
に
よ
り
水
底
に
堆
積
し
た
土
が
隆
起
し
て
で
き
た
「
州
」
（
す
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
単
独
の

河
川
の
場
合
と
複
合
河
川
の
場
合
と
で
発
達
の
様
子
が
異
な
り
、
ま
た
潮
汐
の
影
響
も
加
味
さ
れ
る
こ
と
で
、
形
態
・

規
模
と
も
に
大
き
く
変
化
す
る
。
ま
た
、
遠
浅
の
干
潟
と
連
続
す
る
よ
う
な
地
域
で
は
、
河
川
と
海
流
に
よ
る
作
用
に

よ
っ
て
、
年
々
発
達
す
る
州
や
干
潟
と
い
う
状
況
を
あ
ら
わ
す
。

㈣
排
水
不
良
と
湿
田
化
の
進
行

泉
川
の
河
口
干
潟
と
周
辺
部
は
、
そ
の
環
境
変
化
（
自
然
陸
化
）
を
受
け
、
継
続
的
な
小
開
発
が
な
さ
れ
る
一
方
、

海
岸
線
は
西
（
海
側
）
に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
く
。
連
続
し
て
開
発
さ
れ
た
耕
地
は
、
そ
の
過
程
で
排
水
不
良
を
起

こ
し
、
よ
り
外
側
に
新
地
を
開
発
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
時
期
が
到
来
す
る
。
糸
島
地
域
に
お
け
る
江
戸
時
代
の

干
拓
地
で
は
、
干
潮
時
に
樋
門
を
開
放
し
、
干
拓
地
内
の
悪
水
を
排
出
す
る
自
然
排
水
の
方
式
を
と
っ
て
い
た
。

干
潟
の
発
達
に
伴
い
、
干
拓
新
地
が
連
続
し
て
造
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
干
拓
地
の
先
端
部
分
が
江

湖
（
悪
水
溜
）
と
な
り
、
そ
れ
に
接
す
る
堤
防
の
外
側
に
潟
土
の
堆
積
が
間
断
な
く
進
行
し
て
い
く
。
干
潟
に
潮
除
堤

防
が
設
置
さ
れ
る
た
び
に
、
そ
の
外
側
に
は
、
潮
汐
作
用
に
よ
る
潟
土
の
堆
積
が
く
り
返
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
自
然
排

水
に
頼
っ
た
近
世
に
お
い
て
は
、
効
果
的
な
排
水
が
困
難
と
な
り
湿
田
化
が
進
行
し
、
「
干
拓
が
干
拓
を
呼
ぶ
」
と
い
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っ
た
局
面
を
む
か
え
る
。

㈤
湿
田
対
策

根
本
的
な
湿
田
対
策
は
、
湿
田
化
し
た
新
地
の
堤
防
外
側
を
新
た
に
開
発
す
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
湿
田
地
の
地
先
を

干
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
湿
田
地
の
水
を
吸
収
さ
せ
、
湿
田
地
帯
の
乾
田
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

干
拓
地
の
抱
え
る
構
造
的
な
問
題
で
あ
り
、
負
の
循
環
と
よ
ぶ
べ
き
特
性
を
胚
胎
し
て
い
た
。
現
在
、
江
戸
時
代
末
期

に
開
発
さ
れ
た
辺
田
嘉
永
開
に
お
い
て
も
、
排
水
問
題
は
顕
著
で
あ
り
、
強
力
な
電
動
ポ
ン
プ
を
用
い
た
強
制
排
水
で

湛
水
防
除
が
な
さ
れ
て
い
る
。

３
．
久
家
嘉
永
開

久
家
嘉
永
開
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
九
月
に
竣
工
し
た
。
古
文
書
に
は
、
「
寺
山
開
」
や
「
寺
山

御
開
」
と
の
表
記
も
み
ら
れ
る
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
築
造
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
嘉
永
開
は
、
旧
辺

田
村
に
あ
る
こ
と
か
ら
辺
田
嘉
永
開
（
辺
田
潟
開
）
と
称
さ
れ
た
。
画
像
①
②
（
糸
島
市
提
供
）
か
ら
確
認

で
き
る
平
野
の
全
て
は
、
往
古
の
湾
入
が
、
人
の
手
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

【
①
中
央
部
黄
色
の
マ
ー
ク
は
久
家
嘉
永
開
堤
防
】

【
②
新
田
開
・
元
禄
開
・
辺
田
嘉
永
開
等
の
近
世
干
拓
】

大
正
年
間
に
纏
め
ら
れ
た
史
料
綴
、
『
辺
田
寺
山
開
田
記
録
』
（
鎌
田
〈
龍
〉
家
文
書
№

・

二
冊
、

37

38

以
降
『
開
田
記
録
』
と
略
称
す
る
）
に
お
け
る
久
家
嘉
永
開
の
概
要
を
記
し
て
お
く
。

小
富
士
村
大
字
久
家
字
嘉
永
開
々
田
之
覚

一
起
工

嘉
永
五
年
二
月
六
日

鍬
初

石
築
初

一
潮
留

嘉
永
五
年
九
月
五
日
朝
四
ツ
頃
完
了

※
朝
四
ツ
（
現
在
の
午
前
九
時
過
ぎ
）

郡
代

永
田
弥
四
郎
様

一
穀
物
成
熟

安
政
四
年
頃
米
麦
成
熟

一
御
新
開
反
別
二
十
三
町
九
反
一
畝
二
十
七
歩

内

田

弐
拾
壹
町
六
反
四
畝
拾
六
歩
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畑

弐
町
壹
反
参
畝
八
歩

宅
地

弐
畝
弐
拾
七
歩

原
野

壹
反
壹
畝
六
歩

嘉
永
五
年
以
来
、
高
潮
や
台
風
な
ど
で
堤
防
が
度
々
損
傷
し
、
そ
の
つ
ど
改
修
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
の

記
録
は
、
大
正
年
間
に
お
け
る
、
築
造
以
来
六
○
年
経
過
後
の
安
定
し
た
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
『
開
田
記
録
』
綴
に
は
、
新
地
開
発
の
企
画
段
階
か
ら
の
史
料
も
多
く
、
「
嘉
永
五
年
壬
子
二
月

寺

山
御
開
田
御
発
記
録
」
の
冒
頭
部
分
に
次
の
記
述
が
み
え
る
。

…
嘉
永
四
年
亥
十
二
月
二
日
御
役
所

へ
村
役
中
御
呼
出
新
開
御
発
起
の

御
達
被
仰
付
候
事
、

仝
年
十
二
月
十
八
日
十
九
日
藤
野
才
太
殿
尾
石

八
郎
殿
御
入
込
宿
所
寺
山
彦
右
衛
門
方
御
泊

嘉
永
五
年
壬
二
月
十
五
日
郡
屋
開

寺
山
よ
り
邊
田
村
下
迄
長
六
百
七
拾
五
間

九
歩
間
新
開
御
築
立
初
さ
せ
ら
れ

遂
に
九
月
五
日
ニ
至
り
潮
止
と
な
り
候
、

こ
の
記
録
に
よ
る
と
、
久
家
嘉
永
開
着
工
前
年
の
師
走
、
久
家
村
の
村
役
が
役
所
へ
呼
び
出
さ
れ
、
新
開

地
造
成
の
着
工
を
命
令
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
二
月
一
五
日
に
起
工
さ
れ
、
寺
山
か
ら
辺
田
村
下
ま
で
の
堤
防

六
七
五
間
九
歩
の
竣
工
お
よ
び
潮
止
め
が
、
九
月
五
日
に
完
工
し
た
。
こ
の
史
料
も
、
新
地
竣
工
後
の
記
述

で
あ
り
、
堤
防
の
長
さ
六
七
五
間
九
歩
は
、
事
後
の
実
測
値
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

４
．
久
家
嘉
永
開
「
潮
止
図
」
を
読
み
解
く

【
③
糸
島
市
指
定
有
形
文
化
財
「
嘉
永
五
年
寺
山
干
拓
潮
止
図
」
（
個
人
蔵
）

写
真
提
供
糸
島
市
】

右
の
絵
図
は
、
二
○
一
五
年
三
月
、
糸
島
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
嘉
永
五
年
寺
山
干
拓
潮

止
図
」
で
、
「
寺
山
干
拓
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
久
家
村
寺
山
海
岸
の
地
先
に
開
発
さ
れ
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た
の
で
寺
山
干
拓
と
称
し
て
お
り
、
大
正
三
年
以
降
に
流
布
し
た
久
家
嘉
永
開
の
別
称
で
あ
る
。
潮
止
め
工

事
の
詳
細
が
巧
み
に
描
か
れ
て
お
り
、
一
瞥
す
る
だ
け
で
は
、
全
貌
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
『
開
田

記
録
』
綴
ほ
か
の
関
連
記
録
の
内
容
と
対
照
す
る
こ
と
で
潮
止
め
工
事
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
絵

図
の
全
体
構
成
か
ら
み
て
お
く
。

㈠
絵
図
の
構
成

久
家
嘉
永
開
「
潮
止
図
」
は
、
上
か
ら
下
へ
四
層
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
再
上
部
第
一
層
に
は
、
丁
場

割
が
描
か
れ
て
お
り
（
④
図
）
、
既
存
の
海
岸
石
垣
が
描
か
れ
、
そ
の
背
後
に
は
一
○
戸
前
後
の
家
や
松
林

に
石
碑
な
ど
が
み
え
る
。
さ
ら
に
海
岸
の
石
垣
の
先
に
は
、
新
開
地
の
堤
防
と
な
る
べ
き
朱
色
の
線
が
あ
り
、

「
一
番
轟
喜
右
衛
門
」
や
「
防
州
日
前

次
右
衛
門
」
な
ど
の
名
が
み
え
る
が
、
彼
ら
は
丁
場
才
判
人
（
現

場
監
督
）
で
、
こ
の
部
分
が
、
丁
場
受
持
割
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

直
下
の
第
二
層
は
、
嘉
永
五
年
当
時
の
泉
川
河
口
部
分
を
俯
瞰
し
、
北
側
が
辺
田
嘉
永
開
で
、
南
側
が
御

領
新
開
（
千
早
新
田
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
御
領
（
幕
府
領
）
と
福
岡
領
の
境
界
を
示
す
「
御
境
筋
」
が

泉
川
の
川
筋
中
央
か
ら
加
布
里
湾
方
向
へ
朱
線
で
描
か
れ
る
。
基
準
点
と
し
て
、
一
番
杭
・
二
番
杭
・
三
番

御
境
杭
の
表
記
が
あ
り
、
一
番
杭
か
ら
二
番
杭
の
延
長
線
上
に
は
、
「
後
年
新
開
御
合
筋
」
と
描
か
れ
た
石

垣
が
あ
り
（
石
段
付
）
、
寺
山
と
書
か
れ
住
戸
も
み
え
る
。
新
開
予
定
地
が
、
御
領
地
先
に
は
接
し
て
い
な

い
こ
と
を
表
示
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

第
三
層
は
、
可
也
山
の
南
側
全
景
と
潮
止
工
事
当
日
の
様
子
を
描
く
（
⑤
図
）
。
本
絵
図
の
最
重
要
部
分

で
あ
る
。
潮
止
口
に
集
ま
っ
た
人
々
と
、
そ
れ
を
新
造
さ
れ
た
堤
防
の
上
か
ら
見
守
る
人
々
も
い
れ
ば
、
沖

合
に
は
、
予
備
土
俵
な
ど
築
堤
資
材
を
積
ん
だ
平
田
船
が
船
底
も
あ
ら
わ
に
干
潟
に
着
地
し
、
緊
張
感
を
伝

え
て
い
る
。
次
の
第
四
層
記
載
の
人
名
は
、
九
名
と
一
一
名
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
堤
防
上

【
④
丁
場
割
図
（
監
督
配
置
図
）
】

【
⑤
潮
止
口
（
樋
門
と
水
門
が
あ
る
部
分
）
】

の
左
右
に
お
か
れ
た
検
分
方
配
置
な
ど
の
様
子
か
ら
、
東
西
の
部
署
を
反
映
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
。
久
家
嘉

永
開
の
築
造
に
関
わ
っ
た
庄
屋
役
や
実
際
に
現
場
を
統
括
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。

㈡
丁
場
割

丁
場
と
は
、
工
事
を
お
こ
な
う
範
囲
で
、
「
工
区
」
の
こ
と
で
あ
る
。
④
図
の
丁
場
は
、
一
番
よ
り
一
九

番
ま
で
が
確
認
で
き
る
が
、
「
十
九
番
」
と
表
記
さ
れ
た
部
分
の
大
半
は
欠
損
し
、
判
読
し
難
い
。
し
か
し
、
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『
開
田
記
録
』
綴
で
は
、
「
寺
山
潟
開
田
土
手
石
垣
築
立
丁
場
割
帳
」
（
嘉
永
五
年
子
二
月
）
よ
り
、
一
番

か
ら
三
○
番
ま
で
の
丁
場
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
久
家
嘉
永
開
の
新
築
堤
防
工
事
六
七
五
間
九
歩
は
、

三
○
の
丁
場
か
ら
成
り
立
つ
丁
場
責
任
制
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
丁
場
責
任
者
は
、
一
人

で
複
数
の
丁
場
を
受
持
つ
者
も
あ
っ
て
、
厳
密
な
記
載
は
な
い
が
、
一
五
人
前
後
で
あ
る
。

㈢
堤
防
構
造

久
家
嘉
永
開
の
堤
防
構
造
は
、
瀬
戸
内
の
干
拓
技
術
者
来
援
に
よ
る
当
時
先
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
築

造
を
支
援
し
た
人
々
に
、
防
州
（
周
防
国
）
大
島
郡
日
前
村
（
ひ
く
ま
む
ら
）
の
又
五
郎
と
同
次
右
衛
門
、

芸
州
（
安
芸
国
）
平
尾
の
幸
助
が
み
え
、
ほ
か
に
も
伊
予
松
山
今
原
の
亦
吉
、
備
前
宮
浦
の
石
工
松
次
郎
の

名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
『
開
田
記
録
』
綴
中
、
「
寺
山
御
開
田
御
発
記
録
」
に
は
、
堤
防
築
造
に
使
用
さ
れ

た
諸
資
材
が
克
明
に
書
か
れ
て
お
り
、
堤
防
構
造
の
概
略
が
判
明
す
る
。
一
例
を
示
す
。

・
空
俵
一
万
一
二
○
○
俵
（
土
を
詰
め
て
潮
止
用
土
俵
と
す
る
）

・
刃
金
土
（
海
水
漏
出
を
防
ぐ
高
密
度
粘
土
で
堤
体
中
心
に
設
置
．
加
布
羅
土
橋
近
辺
よ
り
調
達
）

・
各
種
松
丸
太
（
堤
体
の
不
等
沈
下
を
防
ぐ
た
め
の
基
礎
枠
）

・
粗
朶
類
（
右
同
堤
体
の
不
等
沈
下
防
止
用
に
堤
体
の
基
礎
部
分
に
配
置

⑦
図
）

近
世
干
拓
地
の
堤
防
は
、
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
資
材
に
大
小
の
石
材
が
加
わ
る
。
た
だ
し
、
近
世
後
期
に

な
る
と
、
水
門
や
樋
門
と
い
っ
た
付
帯
施
設
は
石
造
が
大
半
と
な
り
、
久
家
嘉
永
開
で
も
水
門
周
辺
で
は
、

石
材
と
石
材
を
接
着
す
る
た
め
、
海
辺
土
木
に
も
有
効
な
漆
喰
（
し
っ
く
い
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
前
々

年
の
嘉
永
三
年
に
築
造
さ
れ
た
辺
田
嘉
永
開
の
仕
様
書
、
「
嘉
永
三
戌
六
月
十
八
日
志
摩
郡
邊
田
潟
御
開
作

汐
留
一
條
并
新
開
仕
方
」
（
『
開
田
記
録
』
中
）
に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

垣
石
等
石
灰
ハ
土
合
念
入
コ
ナ
シ
、
白
灰
三
歩
土
七
歩
苦
リ
塩
五
勺
入
、
油
少
々
計
入
其
他
ハ
生
松
葉

ノ
煮
汁
ニ
テ
少
シ
ツ
ゝ
入
、
能
ク
合
セ
拵
る
べ
し
、

こ
れ
は
、
熊
本
領
内
の
干
拓
地
で
も
多
用
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぞ
鉄
や
抱
鉄
（
か
か
え
て
つ
…
鎹
状
の
金
具

で
石
と
石
を
接
合
）
の
技
法
と
併
用
し
て
利
用
さ
れ
る
、
当
時
の
先
進
的
技
術
で
あ
っ
た
。

【
⑥
検
分
吟
味
の
役
人
と
高
張
提
灯
を
掲
げ
た
検
分
役
所
】

【
⑦
肥
後
国
天
草
の
築
堤
技
術
『
天
草
郡
史
料
第
一
輯
』
】

と
こ
ろ
で
、
久
家
嘉
永
開
の
堤
防
も
、
⑦
図
の
天
領
天
草
の
干
拓
堤
防
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
構
造
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
⑦
⑧
図
は
、
大
正
二
年
天
草
郡
教
育
会
編
『
天
草
郡
史
料
第
一
輯
』
中
、
「
御
普
請
取
掛
之



- 7 -

仕
様
書
」
よ
り
転
載
し
た
も
の
で
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
、
熊
本
藩
新
田
方
が
江
戸
幕
府
の
意
向
を
受

け
、
天
領
天
草
の
海
辺
開
発
（
干
拓
）
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
際
、
天
領
役
人
や
天
草
の
村
方
役
人
へ
、

干
拓
工
事
技
法
の
詳
細
を
図
入
り
で
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
保
年
間
は
、
文
化
・
文
政
期
か
ら
続
く
熊

本
領
内
海
辺
開
発
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
で
、
こ
の
こ
ろ
、
熊
本
領
の
海
辺
土
木
指
導
者
は
、
三
池
領
や
柳

川
領
で
も
干
拓
工
事
を
監
修
し
て
い
る
。

熊
本
の
干
拓
技
術
は
、
周
防
や
安
芸
・
備
前
を
中
心
と
し
た
瀬
戸
内
地
域
に
範
を
と
っ
て
い
る
。
熊
本
領

の
巨
大
干
拓
、
四
百
町
新
地
や
七
百
町
新
地
築
造
の
際
に
は
、
関
連
工
事
を
含
め
備
前
宮
浦
の
石
工
が
多
数

来
援
し
て
い
た
。
八
代
市
安
楽
寺
過
去
帳
に
は
、
水
路
掘
削
に
お
け
る
不
慮
死
亡
者
と
し
て
、
同
地
の
石
工

五
名
の
名
が
み
え
る
。
志
摩
地
域
に
お
い
て
も
熊
本
同
様
、
当
時
の
干
拓
最
先
進
地
域
た
る
瀬
戸
内
地
域
か

ら
の
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。

【
⑧
ね
り
杭
・
建
竹
の
技
法
『
天
草
郡
史
料
第
一
輯
』
よ
り
】

【
⑨
小
池
八
十
左
衛
門
に
よ
る
給
湯
・
う
す
粥
の
寸
志
】

㈣
潮
止
（
し
お
ど
め
）

潮
止
（
潮
留
）
は
、
海
辺
新
地
築
造
に
お
け
る
最
も
重
要
な
工
程
で
、
最
も
神
経
を
つ
か
う
場
面
で
あ
る
。

久
家
嘉
永
開
の
堤
防
は
、
東
北
方
（
可
也
山
方
向
）
か
ら
西
南
方
向
に
、
ほ
ぼ
一
直
線
に
伸
び
て
お
り
、
堤

防
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
端
か
ら
同
時
に
着
工
さ
れ
、
鶴
が
翼
で
新
開
地
を
抱
き
込
む
よ
う
な
形
勢
で
工
事
が
進

め
ら
れ
る
。
潮
止
場
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
は
新
開
地
で
の
最
低
標
高
を
選
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
門
が
設
置
さ
れ
る
場
所
で
、
完
成
し
た
新
地
内
の
滞
留
水
を
毎
日
排
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
誤
る
と
、
悪
水
が
滞
留
し
た
ま
ま
と
な
り
、
湿
田
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

こ
の
工
程
は
、
大
潮
の
最
も
潮
が
引
く
時
期
を
み
は
か
ら
っ
て
計
画
さ
れ
、
そ
の
日
の
潮
が
満
ち
て
く
る

前
ま
で
に
、
人
海
戦
術
で
潮
止
口
（
久
家
嘉
永
開
の
場
合
は
五
○
間
）
の
閉
塞
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
土
手
を
築
き
、
石
垣
を
張
り
付
け
る
の
み
で
は
な
く
、
堅
牢
な
石
造
樋
門
（
ト
ン
ネ
ル
状
）
と
、
同
様

な
水
門
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
比
較
的
小
規
模
な
辺
田
や
久
家
の
嘉
永
開
で
も
、
巨
大
な
石
材
を
必

要
と
し
、
こ
れ
は
、
従
来
か
ら
の
志
摩
地
域
に
お
け
る
村
方
の
技
術
で
は
築
造
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
瀬
戸

内
の
先
進
地
域
と
協
働
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

潮
止
が
成
功
す
る
と
、
新
地
築
造
は
、
そ
の
後
の
開
発
地
の
土
地
改
良
や
入
植
者
へ
の
割
渡
し
を
残
す
の

み
で
、
九
分
通
り
の
工
程
を
終
わ
る
。
工
事
の
成
否
を
か
け
た
こ
れ
ま
で
の
工
程
は
、
相
当
以
前
か
ら
綿
密

な
計
画
を
立
て
て
置
か
な
け
れ
ば
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
潮
止
は
、
付
近
の
村
々
か
ら
夫
方
の
出
役
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で
お
こ
な
わ
れ
、
動
員
さ
れ
た
四
千
人
を
超
え
る
人
々
は
、
各
村
々
の
狭
い
道
を
通
っ
て
夜
明
け
前
に
潮
止

場
所
へ
集
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
統
制
の
と
れ
た
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
。

【
⑩
潮
止
口
よ
り
東
側
】

【
⑪
潮
止
口
全
景
と
検
分
役
方
東
西
二
ヶ
所
・
給
湯
所
】

村
単
位
で
の
行
動
が
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
村
々
時
間
差
を
も
っ
て
現
地
へ
集
合
し
た
と
み
ら

れ
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
五
○
間
（
九
○
ｍ
強
）
の
潮
止
口
（
間
隙
）
を

中
心
と
し
た
場
所
に
、
動
員
さ
れ
た
四
千
人
も
の
人
々
が
集
中
す
る
の
で
、
危
険
度
も
高
く
尋
常
な
現
場
で

は
な
い
。
暁
暗
か
ら
重
い
土
俵
を
担
ぎ
堤
防
上
を
往
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
水
門
付
近
で
は
、
堤
防
高
二

間
以
上
（
４
ｍ
弱
）
も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
せ
ば
落
下
し
て
生
死
に
か
か
わ
る
事
故
と
な
る
。

⑨
図
は
、
現
場
用
に
湯
お
よ
び
粥
を
供
給
し
て
い
る
状
景
で
、
に
わ
か
作
り
の
カ
マ
ド
の
上
に
は
、
雨
除

け
の
簡
単
な
屋
根
（
葭
簀
張
ヵ
）
も
あ
り
、
火
を
使
用
し
て
い
る
の
で
六
人
ほ
ど
裸
の
男
た
ち
が
お
り
、
薪

や
大
き
な
樽
も
置
い
て
あ
る
。
天
秤
棒
に
田
子
（
た
ご
）
を
担
い
だ
三
人
も
い
て
、
彼
ら
は
、
湯
や
粥
を
現

場
付
近
へ
運
ぶ
役
目
で
あ
っ
た
。
給
湯
所
の
運
営
は
、
「
小
池
八
十
右
衛
門
寸
志
」
の
記
述
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
小
池
が
寸
志
と
し
て
拠
出
し
た
も
の
で
、
こ
の
絵
図
第
四
層
に
は
「
諸
品
請
拂
役
久
家
村
小
池
八
十

左
衛
門

大
庄
屋
格
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

㈤
樋
門
と
水
門

新
開
地
の
最
低
標
高
地
、
す
な
わ
ち
水
が
一
番
流
れ
込
み
、
集
中
す
る
場
所
に
水
門
が
設
置
さ
れ
る
。
川

が
あ
れ
ば
、
水
流
に
よ
っ
て
干
潟
に
澪
筋
（
み
お
す
じ
）
が
で
き
、
干
潟
の
中
に
川
筋
の
よ
う
な
も
の
が
生

成
さ
れ
る
が
、
久
家
嘉
永
開
の
場
合
は
、
泉
川
筋
と
比
較
し
て
大
き
な
澪
筋
は
な
い
。
同
開
の
場
合
は
、
新

地
内
を
貫
通
す
る
川
と
よ
ぶ
べ
き
ほ
ど
の
流
れ
が
な
く
、
灌
漑
の
用
排
水
路
が
存
在
し
て
い
た
。
⑫
図
、
昭

和
三
六
年
の
航
空
写
真
で
は
、
堤
防
に
沿
っ
た
遊
水
池
に
接
続
す
る
通
水
路
（
青
丸
印
）
が
二
本
あ
り
、
各

々
の
接
続
点
の
先
に
樋
門
と
一
体
化
し
た
水
門
（
青
丸
印
）
が
見
え
て
い
る
。

下
図
⑬
で
は
、
⑫
図
が
満
潮
時
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
干
潮
時
の
状
態
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
主
た
る

水
門
（
東
側
）
か
ら
、
伸
び
る
澪
筋
が
確
認
で
き
、
堤
防
に
沿
っ
て
寺
山
寄
り
で
は
潮
が
完
全
に
引
き
切
っ

て
お
ら
ず
、
潮
だ
ま
り
を
残
す
。
こ
れ
は
、
堤
防
直
下
に
寄
せ
波
に
よ
る
穿
掘
（
せ
ん
く
つ
）
が
起
こ
り
、

海
底
表
土
に
浅
い
窪
地
が
で
き
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
加
布
里
湾
の
潮
汐
に
よ
る
波
の
動
き
が
、
ほ
ぼ
堤
防

線
と
平
行
に
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
現
象
で
、
直
角
に
波
を
受
け
る
泉
川
河
口
部
両
岸
に
お
け
る
干
拓
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堤
防
と
比
較
す
れ
ば
、
堤
防
外
縁
干
潟
の
発
達
は
遅
い
。

⑫
⑬
の
図
で
は
分
か
り
に
く
い
が
、
両
水
門
と
も
、
堤
防
を
貫
通
し
た
樋
門
の
外
側
に
設
置
さ
れ
、
一
体

構
造
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
電
動
式
水
門
と
な
っ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
は
、
厚
い
松
板
で
製
作
さ
れ
た

頑
丈
な
吊
り
戸
で
、
内
水
圧
と
外
水
圧
を
利
用
し
た
自
動
開
閉
水
門
で
「
唐
戸
」
（
か
ら
と
）
と
よ
ば
れ
た
。

満
潮
時
に
は
、
海
水
の
圧
力
で
吊
り
戸
が
水
門
の
石
柱
に
圧
着
さ
れ
、
内
側
に
潮
が
入
る
こ
と
を
防
ぐ
。
干

潮
時
に
は
、
潮
が
引
い
て
圧
着
が
徐
々
に
弱
ま
り
、
遊
水
池
に
溜
ま
っ
た
使
用
済
み
の
悪
水
を
排
出
す
る
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
が
毎
日
連
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
干
拓
地
の
水
利
循
環
は
保
証
さ
れ
た
。

⑫
⑬
図
の
青
丸
二
つ
の
樋
門
（
水
門
含
む
）
の
位
置
は
、
「
潮
止
図
」
に
描
か
れ
た
、
梵
天
の
立
っ
て
い

る
中
心
地
点
と
み
ら
れ
る
、
こ
の
地
点
を
中
心
と
し
た
狭
い
場
所
に
、
潮
止
工
事
当
日
、
御
床
・
元
岡
・
井

原
の
三
触
よ
り
、
四
二
の
村
々
か
ら
四
○
○
○
人
を
超
え
る
人
々
が
集
ま
り
、
力
を
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
西
側
の
青
丸
付
近
の
樋
門
は
南
蛮
樋
（
な
ん
ば
ん
ひ
）
と
よ
ば
れ
、
ロ
ク
ロ
を
使
用
す
る
戸
板
巻
き

上
げ
機
が
、
備
前
宮
浦
か
ら
来
援
し
た
石
工
に
よ
る
指
導
で
設
置
さ
れ
て
い
た
。

【
⑫
久
家
嘉
永
開
堤
防
一
九
六
一
年

国
土
地
理
院
】

【
⑬
久
家
嘉
永
開
堤
防
一
九
六
九
年

国
土
地
理
院
】

ま
と
め

江
戸
時
代
の
干
拓
史
料
は
、
干
拓
先
進
地
の
瀬
戸
内
地
域
（
岡
山
・
広
島
・
山
口
・
香
川
・
愛
媛
）
に
豊
富

に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
進
地
の
智
恵
と
技
術
に
学
ん
だ
の
が
、
九
州
の
内
海
内
湾
沿
岸
に
大
干
拓
地

帯
を
形
成
し
た
有
明
海
や
八
代
海
な
ど
に
臨
む
諸
藩
領
の
人
々
で
あ
る
。
福
岡
領
に
お
い
て
も
、
干
拓
可
能

な
海
辺
は
少
な
く
な
い
し
、
実
際
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
関
連
す
る
古
文
書
も
比
較
的
多
く
、
企
画
段
階
の

も
の
か
ら
実
際
の
見
積
、
施
工
に
つ
い
て
の
史
料
も
数
多
い
。

し
か
し
、
今
に
伝
わ
る
文
書
記
録
か
ら
、
新
地
造
成
に
関
わ
る
全
貌
を
復
元
す
る
こ
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
す

る
だ
け
で
も
大
き
な
困
難
を
伴
う
。
例
え
ば
『
辺
田
寺
山
開
田
記
録
』
を
、
端
か
ら
端
ま
で
丹
念
に
読
み
込

ん
で
も
相
当
の
予
備
知
識
が
な
け
れ
ば
、
当
時
の
現
場
を
想
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
点
、
糸
島
市

指
定
文
化
財
「
嘉
永
五
年
寺
山
干
拓
潮
止
図
」
は
、
近
世
末
期
の
潮
止
工
事
の
空
気
感
ま
で
一
目
瞭
然
に
伝

え
て
く
れ
る
絵
図
で
、
糸
島
市
民
の
み
な
ら
ず
、
内
外
で
末
永
く
親
し
ま
れ
る
べ
き
文
化
財
で
あ
る
。
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［
補
注
］

熊
本
領
内
に
お
け
る
「
潮
止
」

～

「
七
百
町
新
地
潮
止
図
」

九
州
に
お
け
る
干
拓
先
進
地
、
熊
本
領
内
に
は
、
近
世
を
通
し
て
有
明
海
中
南
部
と
八
代
海
沿
岸
部
に
多

く
の
干
拓
地
が
築
造
さ
れ
た
。
画
像
№
⑭
～
⑲
は
、
熊
本
藩
の
惣
庄
屋
（
大
庄
屋
に
相
当
）
、
鹿
子
木
量
平

と
謙
之
助
父
子
が
築
造
を
主
導
し
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
、
現
在
の
八
代
市
鏡
町
に
竣
工
し
た
「
七
百

町
新
地
」
（
総
面
積
七
四
○
町
五
反
）
の
潮
止
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
（
八
代
市
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）
。

絵
図
自
体
は
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
熊
本
在
住
の
日
本
画
家
甲
斐
青
萍
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い

る
。
甲
斐
は
、
鹿
子
木
量
平
の
残
し
た
多
く
の
文
献
を
読
み
、
文
政
年
間
以
降
か
ら
嘉
永
年
間
に
お
け
る
干

拓
全
盛
期
に
築
造
に
関
わ
っ
た
人
々
に
取
材
し
、
こ
の
絵
図
を
描
き
上
げ
た
。
全
体
は
、
畳
一
枚
よ
り
も
や

や
大
き
い
サ
イ
ズ
で
、
七
百
町
新
地
の
潮
止
め
開
口
部
四
百
間
を
一
望
に
描
い
て
い
る
。

画
像
⑭
は
、
土
俵
を
積
み
上
げ
た
内
陸
側
の
作
業
場
を
遠
望
し
た
も
の
で
、
手
前
の
遊
水
池
に
は
多
く
の

小
舟
が
浮
か
び
、
土
俵
を
運
ぶ
た
め
の
道
橋
が
み
え
る
。
土
俵
の
山
に
翻
っ
て
い
る
旗
は
、
動
員
さ
れ
た
夫

方
が
持
ち
場
を
迷
わ
な
い
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
、
出
身
村
を
あ
ら
わ
す
各
村
固
有
の
旗
で
あ
っ
た
。

【
⑭
土
嚢
作
業
場
と
道
橋
】

【
⑮
堤
体
型
枠
と
押
土
俵
・
石
垣
】

【
⑯
錯
綜
す
る
馬
踏
（
堤
防
上
部
）
】

画
像
⑮
で
は
、
潮
止
め
口
の
一
方
の
端
が
描
か
れ
、
堤
防
の
上
を
土
俵
を
担
い
で
往
来
す
る
夫
方
（
土
持

夫
）
と
、
そ
れ
を
監
督
し
て
い
る
侍
が
お
り
、
築
造
途
中
の
石
垣
下
に
は
、
足
首
ま
で
海
水
に
浸
か
っ
た
石

工
が
作
業
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
右
方
に
は
、
堤
体
構
造
の
型
枠
を
描
く
。
同
⑯
で
は
、
堤
防
上
で
作
業
す

る
人
々
が
狭
い
空
間
に
溢
れ
、
緊
張
感
漂
う
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

【
⑰
道
橋
は
安
全
の
た
め
一
方
通
行
に
規
制
】

上
の
図
で
は
、
高
さ
三
間
ほ
ど
に

調
整
さ
れ
た
道
橋
が
注
目
さ
れ
る
。

道
橋
は
二
本
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
配
置
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
往
き
と
復
り
の
一
方

通
行
で
、
転
落
事
故
を
防
ぐ
工
夫
が

う
か
が
わ
れ
る
。

橋
脚
は
、
太
い
丸
太
を
干
潟
に
打

ち
込
ん
だ
の
み
で
、
多
く
の
土
持
夫

が
同
時
に
渡
る
と
揺
れ
が
生
じ
危
険

と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
潮
止
当
日
、
道

橋
で
の
事
故
は
な
か
っ
た
と
伝
わ
る
。
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潮
止
個
所
の
積
算
帳
よ
り
（
鹿
子
木
文
書
「
七
百
町
開
潮
留
所
之
積
」
）

七
百
町
新
地
に
お
け
る
潮
止
め
区
間
は
、
四
百
間
（
約
七
二
○
ｍ
）
で
、
築
造
さ
れ
た
堤
防
の
根
敷
（
堤

防
基
部
）
は
三
○
間
（
約
五
○
ｍ
）
で
あ
っ
た
。
潮
止
め
施
工
日
の
全
夫
方
動
員
数
は
四
万
人
前
後
と
さ
れ
、

そ
の
う
ち
仕
夫
（
土
持
夫
）
六
四
○
○
人
、
大
工
（
二
八
○
○
人
）
、
手
伝
夫
一
四
○
○
人
、
抱
夫
四
○
人

の
合
計
一
万
六
四
○
人
が
み
え
る
。
全
体
動
員
数
と
の
差
、
二
万
九
○
○
○
人
強
の
大
半
は
、
絵
図
に
み
ら

れ
る
旗
の
立
っ
た
土
俵
作
り
作
業
場
で
、
土
俵
作
り
に
従
事
し
た
人
々
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
後
方
で
、
炊
事

作
業
や
飯
米
配
送
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
後
方
実
務
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

甲
斐
青
萍
の
描
い
た
「
七
百
町
新
地
潮
止
図
」
に
描
か
れ
た
人
々
が
、
右
に
記
す
一
万
六
四
○
人
で
、
監

督
役
の
侍
た
ち
は
、
こ
の
計
数
外
の
人
々
と
み
ら
れ
る
。
潮
止
め
工
程
の
み
に
使
用
さ
れ
た
主
な
資
材
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

松
丸
太
二
六
○
○
本

松
板
五
四
○
○
枚

道
板
二
○
○
○
枚

明
俵
十
二
万
俵

こ
の
う
ち
、
松
丸
太
と
松
板
は
堤
防
本
体
の
型
枠
用
資
材
と
み
ら
れ
、
道
板
二
○
○
○
枚
は
、
そ
の
ま
ま

道
橋
の
上
板
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
道
橋
は
往
復
ワ
ン
セ
ッ
ト
と
し
て
四
セ
ッ
ト
が
確
認
で
き
、
八
系
統

の
道
橋
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
道
橋
一
本
当
た
り
二
五
○
本
が
費
や
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
明
俵
と

は
、
空
き
俵
の
こ
と
で
、
村
々
か
ら
の
出
夫
に
よ
っ
て
土
を
詰
め
て
土
俵
に
さ
れ
た
。
⑭
の
画
像
の
上
方
に

み
え
る
旗
の
立
っ
た
塊
は
、
土
俵
を
積
ん
で
造
ら
れ
た
小
山
で
あ
る
。

【
⑱
手
前
は
潮
を
受
け
る
側
、
急
ピ
ッ
チ
で
型
枠
作
成
中
】

【
⑲
同
上
部
分
の
拡
大
図
】

◎
八
代
市
鏡
町
の
熊
本
藩
営
干
拓

・
四
百
町
新
地

藩
営

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
竣
工

四
三
二
町
歩

・
七
百
町
新
地

藩
営

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
竣
工

七
四
○
町
五
反



- 12 -

【
参
考
図
】

【
⑳
八
代
市
四
百
町
新
地
大
鞘
樋
門
殻
樋

撮
影
内
山
幹
生
】

【
㉑
四
百
町
新
地
江
中
樋

撮
影
内
山
幹
生
】

【
八
代
市
四
百
町
新
地
大
鞘
樋
門
群
（
八
代
市
鏡
町
両
出
・
同
千
丁
町
古
閑
出
）
国
土
地
理
院
】
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